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今
後
の
区
政
運
営
を
区
長
に
問
う

　
【
問
】「
明
日
の
た
め
に　

時
代
の

変
化
に
挑
む
！
」
と
銘
打
っ
た
平
成

24
年
度
予
算
案
に
込
め
た
思
い
と
、

今
後
の
区
政
運
営
へ
の
決
意
を
伺
う
。

　
【
区
長
】
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一

歩
も
二
歩
も
踏
み
込
ん
で
施
策
の
優

先
度
等
を
吟
味
し
、
歳
入
・
歳
出
の

根
本
的
改
革
に
着
手
し
、
将
来
も
持

続
可
能
な
足
立
区
を
構
築
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
変
化
に
的
確
に
対
応

す
る
に
あ
た
り
、
首
長
と
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と

は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
説
明
責
任
を

果
た
し
つ
つ
、
着
実
に
進
め
て
い
く
。

中
期
財
政
計
画
改
訂
の
予
定
は

　
【
問
】
社
会
保
障
費
の
増
大
等
、
歳

出
面
の
需
要
が
ま
す
ま
す
増
え
る
中
、

中
期
財
政
計
画
の
改
訂
に
つ
い
て
方

針
と
予
定
を
伺
う
。

　
【
政
策
経
営
】
将
来
も
持
続
可
能
な

自
治
体
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
歳

入
・
歳
出
の
見
込
み
を
精
査
し
、
基

金
と
起
債
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
資
源
の
適
正
配
分
を

図
っ
て
い
く
。
改
訂
時
期
は
平
成
24

年
度
と
し
、
平
成
25
年
度
を
初
年
度

と
す
る
計
画
と
し
た
い
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
専
門
的

知
見
を
採
り
入
れ
よ

　
【
問
】
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
に
は
、

津
波
等
の
新
た
な
事
象
へ
の
想
定
と

対
策
の
た
め
、
科
学
的
な
知
識
等
の

専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
。
知
見
に
基

づ
く
助
言
や
支
援
を
ど
の
よ
う
に
確

保
し
、
進
め
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
計
画
の
実
効
性
を
確

保
す
る
に
は
町
会
・
自
治
会
等
と
の

防
災
訓
練
が
重
要
だ
が
、
今
後
、
ど

の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　
【
危
機
管
理
】
想
定
外
を
排
除
し
う

る
計
画
を
目
指
す
た
め
、
科
学
的
な

知
見
や
先
進
事
例
を
区
の
対
策
に
反

映
さ
せ
る
必
要
か
ら
、
防
災
分
野
の

知
識
・
技
能
を
有
す
る
専
門
家
と
連

携
・
協
働
し
、
全
力
で
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、

昨
年
に
続
き
避
難
所
を
核
と
し
た
訓

練
を
予
定
し
て
お
り
、
共
助
を
中
心

と
し
た
訓
練
を
加
え
る
等
、
さ
ら
に

実
践
的
な
も
の
と
し
て
い
く
。

目
標
の
見
直
し
で
体
感
治
安
向
上
を

　
【
問
】
平
成
23
年
は
刑
法
犯
認
知
件

数
１
万
件
未
満
を
目
標
に
加
え
、
治

安
再
生
事
業
を
推
進
し
た
が
、
目
標

を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
体
感
治
安
を
良
く
す
る
た

め
に
も
、
現
在
の
目
標
設
定
を
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
【
危
機
管
理
】
認
知
件
数
の
３
割
を

占
め
る
自
転
車
盗
対
策
と
し
て
、
夜

間
青
パ
ト
の
増
車
や
、
街
頭
犯
罪
抑

止
の
た
め
駅
周
辺
等
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
拡
充
等
、
実
効
性
あ
る
対
策

を
実
行
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
刑
法
犯
認
知
件
数
減
少
と

１
万
件
未
満
の
目
標
に
こ
だ
わ
り
つ

つ
、
犯
罪
発
生
件
数
減
少
の
推
移
等

を
積
極
的
に
周
知
し
、
体
感
治
安
そ

の
も
の
の
改
善
を
第
一
に
、
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
。

ア
レ
フ
を
解
散
・
撤
退
へ
追
い
込
め

　
【
問
】
ア
レ
フ
に
対
す
る
観
察
処
分

の
更
新
が
決
定
さ
れ
た
中
で
、
解

散
・
撤
退
に
追
い
込
む
た
め
の
手
立

て
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
【
区
長
】
町
会
・
自
治
会
連
合
会
と

地
元
対
策
協
議
会
と
一
体
に
な
っ
て

闘
っ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
新
た

な
法
整
備
を
国
に
求
め
、
ま
た
、
オ

ウ
ム
真
理
教
問
題
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
、
体
質
等
の
実
態
を
内
外
に
広

く
伝
え
続
け
て
い
く
。
加
え
て
、
協

議
会
に
よ
る
活
発
な
活
動
を
さ
ら
に

支
援
す
べ
く
、
活
動
助
成
を
増
額
し
、

緊
密
な
連
絡
体
制
を
続
け
て
い
く
。

国
体
に
あ
わ
せ
綾
瀬
駅
周
辺
整
備
を

　
【
問
】
東
京
国
体
開
催
に
あ
わ
せ
て
、

綾
瀬
駅
利
用
者
の
安
全
性
、
利
便
性

が
向
上
す
る
よ
う
、
駅
周
辺
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
整
備
を
進

め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
【
都
市
建
設
】
綾
瀬
駅
周
辺
地
区
は

本
年
１
月
に
東
京
都
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

地
区
の
指
定
を
受
け
た
。
今
後
、
国

体
開
催
ま
で
に
、
歩
道
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
等
の
整
備
を
行
う
。

　

ま
た
、
駅
下
り
ホ
ー
ム
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
、東
京
メ
ト
ロ
よ
り
、国

体
開
催
ま
で
に
利
用
可
能
と
な
る
よ

う
取
り
組
む
予
定
と
説
明
が
あ
っ
た
。

東
京
電
機
大
学
を
迎
え
る
北
千
住
駅

東
口
ま
ち
づ
く
り
の
見
通
し
は

　
【
問
】
北
千
住
駅
東
口
ま
ち
づ
く
り

の
要
と
も
言
え
る
東
京
電
機
大
学
が

４
月
に
開
学
す
る
。
通
行
の
安
全
確

保
の
面
か
ら
も
区
画
街
路
第
13
号
線

拡
幅
整
備
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
だ

が
、
現
状
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

　

ま
た
、
ま
ち
の
活
気
と
賑
わ
い
創

出
の
核
と
な
る
商
店
街
の
景
観
へ
の

配
慮
が
不
可
欠
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
【
市
街
地
】
区
画
街
路
第
13
号
線
の

整
備
は
、
平
成
27
年
度
完
成
を
目
途

に
、
き
め
細
か
な
生
活
再
建
策
を
示

し
な
が
ら
平
成
24
年
度
の
事
業
認
可

に
向
け
、
関
係
権
利
者
全
員
の
合
意

を
目
指
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
後
は
、
大
学
開
設
と
整

備
さ
れ
た
駅
前
広
場
に
対
応
す
る

新
た
な
商
店
街
の
あ
り
方
と
景
観
を
、

地
域
の
商
店
街
の
方
々
と
十
分
に
協

議
し
、
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
教
育
行
政
の
考
え
方
は

　
【
問
】「
足
立
は
ば
た
き
塾
」
の
よ

う
な
事
業
充
実
も
含
め
、
今
後
の
施

策
展
開
等
、
区
教
委
の
基
本
的
な
考

え
方
を
伺
う
。

　
【
教
委
長
】
基
礎
学
力
定
着
等
の
学

力
下
支
え
施
策
の
徹
底
と
経
済
的
格

差
が
学
力
格
差
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
な
社
会
保
障
的
施
策
の
組
み
合
わ

せ
が
不
可
欠
と
考
え
る
。
施
策
の
見

直
し
や
学
校
経
営
機
能
の
強
化
、
地

域
や
大
学
等
と
の
さ
ら
な
る
連
携
に

努
め
、
学
校
を
中
心
に
、
家
庭
や
地

域
等
の
力
を
結
集
し
、
教
育
の
総
合

力
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

生
活
保
護
の
現
状
を
問
う

　
【
問
】「
派
遣
村
」
以
降
、
稼
動
年

齢
層
の
生
活
保
護
受
給
者
が
急
増
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
区
の

現
状
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
の
不
正
受
給
が

後
を
絶
た
な
い
。
よ
り
厳
正
に
調
査

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
【
福
祉
】
派
遣
村
が
で
き
た
平
成
20

年
末
か
ら
、
世
帯
・
人
員
と
も
に
約

30
％
増
加
し
た
。
厳
し
い
経
済
状
況

か
ら
稼
動
収
入
減
少
等
の
理
由
に
よ

り
大
幅
に
増
加
し
、
特
に
中
高
年
層

の
増
加
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
不
正
受
給
防
止
の
た
め
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
訪
問
調
査

の
強
化
と
と
も
に
民
生
・
児
童
委
員

等
と
の
情
報
交
換
を
さ
ら
に
密
に
し

て
い
く
。
加
え
て
全
受
給
世
帯
の
課

税
状
況
の
調
査
充
実
や
、
極
め
て
悪

質
な
ケ
ー
ス
に
は
警
察
署
と
連
携
し
、

不
正
防
止
を
徹
底
し
て
い
く
。

国
・
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
教

育
を
基
準
に
教
科
書
を
採
択
せ
よ

　
【
問
】
①
歴
史
・
公
民
の
教
科
書
は
、

い
た
ず
ら
に
自
国
を
卑
下
す
る
記
載

が
さ
れ
て
い
る
。
区
教
委
は
こ
の
こ

と
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

②
世
界
各
国
の
歴
史
教
科
書
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
日
本
を
愛
せ
る
教
育

を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
【
教
委
長
】
①
文
部
科
学
省
の
検
定

を
通
っ
た
教
科
書
を
採
択
し
て
お
り
、

「
い
た
ず
ら
に
自
国
を
卑
下
す
る
記

載
」
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
【
教
育
指
導
】
②
国
を
愛
す
る
教
育

は
、
学
習
指
導
要
領
に
明
記
さ
れ
て

お
り
、
各
学
校
で
道
徳
等
の
学
習
を

通
じ
て
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心
情
を

育
て
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
国
の
歴
史
教
科
書
を
参

考
に
し
た
教
育
を
研
究
し
て
い
く
。

安
全
・
安
心　

住
み
や
す
い　

　
　
　

明
日
の
足
立
に
向
け
て

生
活
保
護
の
適
正
受
給
を　
　

国
・
郷
土
を
愛
せ
る
教
科
書
を

地
域
力
の
向
上
と　
　
　
　
　

　

乳
幼
児
教
育
に
つ
い
て　
　

代表・一般質問を平成２４年２月
２２日、２３日、２４日に開会した第１回
定例会本会議で行いました。

代
表
・
一
般
質
問

　
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、

各
会
派
を
代
表
す
る
11
名

の
議
員
が
、
区
政
全
般
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
、
区

政
執
行
に
あ
た
る
区
長
を

は
じ
め
執
行
機
関
の
考
え

を
尋
ね
ま
し
た
。

　
以
下
、
そ
の
一
部
を
掲

載
し
ま
す
。
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自
由
民
主
党　
　

加　

藤　

和　

明　

議
員

　
　

自
由
民
主
党　
　

白　

石　

正　

輝　

議
員

　
　

自
由
民
主
党　
　

渡
辺　

ひ
で
あ
き　

議
員

地
域
の
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図
れ

　
【
問
】
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を

高
め
る
た
め
、
地
元
の
各
種
団
体
や

企
業
と
の
関
係
充
実
は
欠
か
せ
な
い
。

特
に
、
災
害
時
は
様
々
な
役
割
を
担

っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

防
災
協
定
等
の
見
直
し
は
ど
の
程
度

進
ん
で
い
る
の
か
。

　
【
危
機
管
理
】
こ
れ
ま
で
に
、
食
糧

や
物
資
供
給
等
に
関
し
、
40
以
上
の

団
体
や
企
業
等
と
協
定
を
締
結
し
て

き
た
。
新
た
に
、
帝
京
科
学
大
学
や


